
E. 仕事におけるス
トレス管理や時間管
理のスキル向上

【教科書】

C. 社会人としての
マナーと倫理観の理

解と実践

D. キャリアパスを
考えるための自己分

析力の養成

自己の強み・弱みを
正確に把握し、キャ
リアプランを立てる

能力を有する

自己分析を行い、
キャリアに向けた具
体的なアクションを

起こす

自己分析は一部行っ
ているが、具体性や

深さに課題あり

自己分析に取り組ん
でいるが、まだ不十

分

自己分析が不十分で
あり、大幅な改善が

必要

ストレス管理や時間
管理において優れた
能力を持ち、効果的

に実践

ストレス管理や時間
管理を積極的に実践
し、一定の成果を出

す

ストレス管理や時間
管理はあるが、改善

の余地あり

ストレス管理や時間
管理に課題があり、

改善が必要

ストレス管理や時間
管理が不十分であ

り、大幅な改善が必
要

A. 就職活動におけ
るスキルを獲得

B. 企業や社会で必
要なコミュニケー
ション能力の向上

【授業の注意点】

この科目を受講する際には、積極的に参加し、自己成長に焦点を合わせてください。実践的な課題や演習に積極的に取り組
むことで、より効果的な学びが得られます。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

優れている よい ふつう あと少し 要努力

企業研究や履歴書・
面接の準備を徹底

し、高いレベルで実
践

応募書類の作成や面
接のスキルを効果的

に展示

応募準備は行ってい
るが改善の余地あり

応募準備が不十分
で、改善が必要

応募準備が全く行わ
れておらず、大幅な

改善が必要

課題やディスカッ
ションで的確な意見
を述べ、他者とのコ
ミュニケーションが

円滑

コミュニケーション
能力を積極的に活用
し、協力的に関わる

コミュニケーション
能力はあるが、発展

の余地あり

講義

担当教員 川合正剛 教員の実務経験 有 実務経験の職種 アニメーター

学科・学年
マンガ・アニメーション科四年制    

2年次
必／選 選 時間数 60

コミュニケーション
能力に課題があり、

改善が必要

コミュニケーション
能力が不足してお

り、大幅な改善が必
要

倫理観を持ち、社会
での適切な行動を実
践し、模範となる

社会人としてのマ
ナーや倫理観を実践
しようとする姿勢が

ある

一般的なマナーや倫
理観は理解している
が、実践にはまだ不

安がある

マナーや倫理観の理
解に欠けており、改

善が必要

マナーや倫理観の理
解がなく、大幅な改

善が必要

科目名 キャリアデザインB 年度 2025

英語科目名 学期 通年

【科目の目的】

この科目を通じて、学生は就職に関連する準備方法から社会人として必要な知識を習得し、求められる人材像に近づきま
す。有意義な学生生活を送るための手段を提供します。

【科目の概要】

社会とネットワークにおけるコミュニケーションについて考察し、その活用力を高めます。

【到達目標】

A. 就職活動におけるオフィス、ビジネススキルを獲得
B. 企業や社会で必要なコミュニケーション能力の向上
C. 社会人としてのマナーと倫理観の理解と実践
D. キャリアパスを考えるための自己分析力の養成
E. 仕事におけるストレス管理や時間管理のスキル向上

単位数 4 種別※



回
数

評
価
方
法

自
己
評
価

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

12
プロジェクト・ビ
ジネスプランニン

グ3

グループワークを通し
て、ビジネスプランニ

ングを学ぶ

プレゼンテーション 効果的なプレゼン能力を身に着ける

11
プロジェクト・ビ
ジネスプランニン

グ2

グループワークを通し
て、ビジネスプランニ

ングを学ぶ

グループワーク・企画
提案

カスタマーを意識したプランニング・チームコミュニケー
ションを身に着ける

10
プロジェクト・ビ
ジネスプランニン

グ1

グループワークを通し
て、ビジネスプランニ

ングを学ぶ

グループワーク
グループワークを通してクライアントへの企画提案・基礎

を学ぶ

9
ビジネススキル

オフィスの活用法
ビジネスでのオフィス

の活用法

PCリテラシー・オフィ
スの習得

オフィス・ドライブの活用法を知る

戦略的な意思決定力の獲得8
問題解決能力の養

成
問題解決のプロセスを

学ぶ

問題発見と解決の手法 問題解決能力の向上

7
プレゼンテーショ

ン

プレゼンテーションの
実践、フィードバック

受け入れ方

グループワーク プレゼンスキルの向上、フィードバックの活用能力

6
チームワークの重

要性
チームでの作業効率化

を学ぶ

グループワーク チームでの作業効率化、役割分担能力の向上

5
プレゼンテーショ
ンスキルの向上

効果的なプレゼンテー
ション方法を学ぶ

グループワーク プレゼンスキルの重要性・チームワークを学ぶ

4 自己分析力の養成
キャリアパスを考える
ための自己分析を行う

キャリアプランの策定
方法

自己分析力の向上、具体的なキャリアプランの構築

3
マナーや倫理観の

理解と実践
社会人としてのマナー

と倫理観を学ぶ

社会での適切な行動、
重要性について

社会でのマナーや倫理観を実践する能力を身に着ける

職場でのコミュニケー
ションスキル

円滑なコミュニケーションスキルの獲得

準備について考察 就活に向けた自己準備を知る

2
コミュニケーショ

ン能力の向上
効果的なコミュニケー

ション手法を学ぶ

意見交換の重要性 チームでのコミュニケーション能力の向上

1
進路についての考

察

就職・デビュ―に向け
ての事前準備、および

スキルを考察する

就活について基礎を学
ぶ

就活についての基礎知識を身に着ける

英語表記 学期 通年

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

授業内容の理解度をレポートを提出して評価する。また積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

科目名 キャリアデザインB 年度 2025

参考書・参考資料等は授業中に指示する



備考 等

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

実現のためのステップ 目標実現への道筋構築

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

15
キャリア戦略の立

案
キャリアの戦略的な計

画を立てる

目標設定 キャリア戦略の立案能力、

アイデアの発想方法 問題解決力の向上

14
グローバルマイン

ドセット
グローバルな視点を持
つことの重要性を学ぶ

文化的多様性の理解 グローバルマインドの醸成・適応能力

13
クリエイティブ思

考

問題解決に向けたクリ
エイティブなアプロー

チを学ぶ

デザイン思考の基本 クリエイティブ思考の育成


